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株
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会
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三
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業
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代
表
取
締
役

奥
田

克
実

み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

ま
ず
は
東
北
地
方
の
豪
雨
に
よ
る
被
害
、

台
風
一
〇
号
の
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
年
々
厳
し
く
な
る
暑
さ
に
耐
え
、
次
々

に
起
こ
る
、
「
今
ま
で
に
な
い
」
と
報
道
さ

れ
る
災
害
に
心
を
傷
め
な
が
ら
、
こ
の
夏
も

過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
八
月
に
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ

か
や
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
た
地
震
が
と
う

と
う
襲
い
か
か
っ
て
き
た
と
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
北

関
東
か
ら
九
州
ま
で
、
国
内
の
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
甚
大
な
被
害
が
出
る
と
予
想
さ
れ
て

お
り
、
被
災
後
の
復
旧
活
動
に
は
能
登
半
島

地
震
と
同
じ
く
、
イ
ン
フ
ラ
被
害
が
大
き
な

障
害
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

そ
の
能
登
半
島
地
震
で
す
が
、
現
在
復
興

が
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
全
半
壊
の
建
物

二
万
四
千
棟
の
う
ち
、
公
費
解
体
の
申
請
件

数
が
一
万
六
千
二
百
四
十
棟
あ
り
、
そ
の
工

事
の
進
捗
率
は
七
月
中
旬
時
点
で
わ
ず
か
〇
・

六
％
で
す
。
よ
り
被
害
が
大
き
か
っ
た
熊
本

地
震
が
震
災
後
五
か
月
で
公
費
解
体
一
二
％

を
達
成
し
た
こ
と
と
比
べ
て
も
、
憂
慮
す
べ

き
状
況
で
す
。

そ
の
進
ま
な
い
復
旧
の
中
で
、
こ
の
七
月

に
政
府
が
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
復
興
に
向

け
、
五
三
九
億
円
の
復
興
基
金
を
創
設
す
る

方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
市
町
村
に
は
九
月

議
会
以
降
に
順
次
予
算
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
国
制
度
の
隙
間
と
な
っ
て
い
る
被
災

者
や
被
災
事
業
者
の
支
援
な
ど
に
活
用
さ
れ
、

住
宅
や
建
物
の
復
旧
が
少
し
で
も
加
速
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
方
修
復
に
関
し
ま
し
て
は
当
研
究
会
会

員
み
な
さ
ま
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
個
人

住
宅
や
公
共
施
設
の
修
復
を
は
じ
め
、
工
場

内
設
備
な
ど
、
液
状
化
に
よ
り
沈
下
し
た
沈

下
修
復
工
事
を
施
工
い
た
し
ま
し
た
。
件
数

の
実
績
は
一
六
件
で
、
こ
ち
ら
も
早
い
と
は

言
え
な
い
状
況
で
す
が
、
復
興
に
向
け
て
微

力
な
が
ら
動
い
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
に
震
災
の
復
興
活
動
を
行
う
中

で
当
会
の
認
知
度
も
徐
々
に
上
が
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
展
示
会
や

イ
ベ
ン
ト
の
出
展
な
ど
を
計
画
し
、
能
登
半

島
地
震
の
復
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ

か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
災
害
に
対
し
耐
震
や

修
復
等
の
準
備
と
し
て
さ
ら
に
積
極
的
に
広

く
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

災
害
を
止
め
る
こ
と
、
な
く
す
こ
と
は
私

達
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
が
、
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
建
造
物
を

増
や
し
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
被

災
地
域
を
一
日
で
も
早
く
復
興
さ
せ
、
人
々

が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
私

達
も
地
域
の
守
り
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

力
を
合
わ
せ
日
々
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ま
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

現
場
概
要

件
名

伏
木
駅
前
ト
イ
レ
修
復
工
事

期
間

令
和
六
年
七
月
一
日
～
八
月
八
日

場
所

富
山
県
高
岡
市
伏
木
町
地
内

内
容

構
造
物
面
積

約
五
〇
㎡

沈
下
量

最
大
二
九
九
ミ
リ

耐
圧
版
工
法
（
ソ
イ
ル
バ
ッ
グ
併

用
）
二
四
箇
所

ソ
イ
ル
バ
ッ
グ

二
～
六
段
設
置

反
力

六
五
～
九
三
Ｋ
Ｎ
／
箇
所

埋
戻
し
流
動
化
処
理
土
約
四
〇
㎥

現
場
は
、
今
年
の
一
月
一
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
高
岡
市
伏
木
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
設
置
さ
れ
た
公
衆
ト
イ
レ

で
す
。

北
東
に
あ
る
富
山
湾
と
南
東
に
走
る
小
矢

部
川
に
囲
ま
れ
、
富
山
県
で
も
こ
の
伏
木
地

区
は
、
道
路
や
住
宅
な
ど
液
状
化
被
害
が
大

き
く
、
住
民
の
流
出
が
深
刻
化
し
て
い
る
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。

対
象
構
造
物
は
、
短
辺
の
六
ｍ
で
約
三
〇

〇
ミ
リ
の
沈
下
量
と
二
〇
分
の
一
の
傾
き
を

有
し
て
お
り
、
液
状
化
の
大
き
さ
が
伺
え
る

か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
設
備
の
構
造
物
は
、
液
状
化
で

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
道
路
の
レ
ベ
ル
や
配
排

水
勾
配
な
ど
も
配
慮
し
て
計
画

を
立
て
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
液
状
化
は
、
地
震
が
生
じ
る
こ
と

で
地
中
の
水
圧
が
上
昇
し
、
安
定
状
態
に
あ
っ

た
土
粒
子
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
り
地
盤
は
水

と
土
に
分
離
し
、
重
い
土
は
沈
み
、
軽
い
水

は
浮
上
す
る
た
め
、
従
来
よ
り
水
位
が
高
く

な
っ
て
い
る
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
現
場
は
、
事
前
に
仮
設
工

事
と
し
て
水
替
え
工
（
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
）
）

を
施
し
、
構
造
物
下
で
の
作
業
性
と
安
全
性

を
確
保
し
ま
し
た
。

対
象
構
造
物
下
の
地
盤
に
は
元
々
浅
層
改

良
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
良
体
を
斫
り

な
が
ら
の
掘
削
、
且
つ
ト
イ
レ
と
い
う
こ
と

で
給
排
水
配
管
が
構
造
物
下
及
び
周
囲
に
縦

横
無
尽
に
あ
る
た
め
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
時

に
破
損
し
な
い
よ
う
丁
寧
に
掘
り
出
し
し
な

い
と
い
け
な
い
の
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
し

た
。耐

圧
版
と
併
用
し
た
ソ
イ
ル
バ
ッ
グ
工
法

は
、
水
（
水
圧
）
を
よ
く
吸
収
し
、
ソ
イ
ル

バ
ッ
グ
直
下
か
ら
圧
力
球
根
状
に
局
所
的
に

圧
密
さ
せ
て
直
下
の
地
盤
を
速
や
か
に
育
成

強
化
し
、
地
盤
の
支
持
力
を
増
大
さ
せ
て
沈

下
量
を
減
少
さ
せ
る
局
所
圧
密
・
強
化
作
用

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

地
盤
デ
ー
タ
の
判
断
に
は
な
り
ま
す
が
、

鋼
管
杭
を
使
用
す
る
ア
ン
ダ
ー
ピ
ニ
グ
工
法

よ
り
安
価
に
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
で
き
る
工
法

で
す
。
再
地
震
対
策
の
有
効
性
の
相
談
に
は

な
り
ま
す
が
、
当
研
究
会
の
能
登
半
島
地
震

の
復
旧
工
法
と
し
て
は
比
較
的
多
く
採
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
既
存
の
浅
層
改
良
を
一
部
利
用
す

る
計
画
で
し
た
が
、
実
際
の
現
場
状
況
と
相

違
が
あ
り
、
若
干
の
ソ
イ
ル
バ
ッ
グ
の
設
計

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
に
も
現
場
側
は
、
臨
機
応
変
に
対
応

し
、
予
備
日
含
め
た
予
定
工
期
内
で
納
め
て

頂
け
ま
し
た
。

フ
ク
イ
建
設
技
術
フ
ェ
ア
二
〇
二
四

九
月
四
日
～
九
月
五
日

福
井
県
産
業
会
館

協
会
員
（
太
洋
基
礎
工
業
株
式
会
社
）
の
ブ
ー

ス
に
協
賛
で
出
展
し
ま
し
た
。

能
登
震
災
復
旧
復
興
の
事
も
有
り
、
来
場

者
に
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

私
た
ち
の
技
術
が
復
興
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

出
展
予
定

建
設
技
術
展
二
〇
二
四
近
畿
、

十
一
月
七
日
～
八
日
、

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

建
設
技
術
フ
ェ
ア
二
〇
二
四
ｉ
ｎ
中
部

十
一
月
二
八
日
～
二
九
日
、

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や

※

何
れ
も
福
井
同
様
に
協
賛
で
出
展
で
す
。

会
長
挨
拶

建
設
技
術
展
示
会
出
展

震
災
復
旧
レ
ポ
ー
ト

Ｂｅｆｏｒｅ

ａｆｔｅｒ
耐圧版工法（ソイルバッグ併用）

すいへいくん展示 協会カタログ

建物下掘削状況



研
究
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
会
員
同

志
で
の
協
業
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
目
指
し
、

紙
面
に
て
順
次
会
員
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
気
に
な
る
技
術
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

紹
介
協
会
員
の
担
当
者
へ
問
い
合
わ
せ
願
い
ま

す
。

社

名

北
陸
エ
ー
ス
コ
ン
株
式
会
社

住

所

本
社

〒
九
二
〇─

一
三
〇
三

石
川
県
金
沢
市
辰
巳
町
ロ
二
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
七
六
ー
二
二
九
ー
〇
〇
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
七
六
ー
二
二
九
ー
一
九
〇
八

事
業
所

関
東
・
東
北

代
表
取
締
役

辰
野

智
規

【
営
業
品
目
】

・
エ
ア
モ
ル
タ
ル
・
裏
込
め
注
入
工
（
可
塑
性

グ
ラ
ウ
ト
、
発
泡
ウ
レ
タ
ン
）

・
軽
量
盛
土
Ｆ
Ｃ
Ｂ
工
法

・
流
動
化
処
理
土
製
造
打
設

・
土
質
改
良
工
（
固
化
材
・
特
殊
粉
体
（
放
射

能
吸
着
材
）

移
動
式
・
固
定
式
混
合
攪
拌
）

・
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
混
合
土
遮
水
工

・
地
盤
（
宅
地
・
店
舗
等
）
の
調
査
・
改
良
補

強
・
保
証

・
土
木
資
材
販
売
・
ク
リ
ア
モ
ー
ル
ド
製
造
販

売

【
経
営
理
念
】

全
社
員
の
豊
か
さ
を
高
め
、
幸
せ
を
実
現
し

ま
す
。

「
技
術
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
、
お
客

様
と
共

に
歩
み
ま
す
。
」

「
全
国
の
安
心
・
安
全
な
環
境
作
り
に
貢
献
し

ま
す
。
」

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
t
t
p
s
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w
w
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a
t
t
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o
m
m
u
n
i
t
y
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弊
社
は
一
九
三
七
年
に
土
木
工
事
業
と
し
て

創
業
し
、
一
九
七
二
年
に
法
人
化
さ
れ
今
年
で

五
二
期
と
な
り
ま
す
。

当
社
は
創
業
時
か
ら
地
元
金
沢
の
発
展
と
金

沢
当
社
付
近
エ
リ
ア
へ
の
イ
ン
フ
ラ
普
及
・
貢

献
を
第
一
に
土
木
工
事
業
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

造
業
を
営
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

一
九
九
七
年
に
三
つ
目
の
事
業
と
し
て
エ
ア

モ
ル
タ
ル
や
流
動
化
処
理
土
を
扱
う
専
門
工
事

業
を
営
業
開
始
し
、
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

現
在
、
当
社
の
ご
提
案
し
て
い
る
上
記
の
特

殊
技
術
・
商
品
は
、
充
填
技
術
と
混
練
技
術
の

応
用
か
ら
地
盤
補
強
・
耐
震
補
強
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
機
能
向
上
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
は
工
法
の
改
善
や
新
分
野
の
技
術
開
発
、

自
社
技
術
の
更
な
る
向
上
・
人
材
育
成
に
注
力

し
、
お
客
様
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
高
度
な

技
術
革
新
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

構
造
物
修
復
工
法
研
究
会
に
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
わ
た
く
し
た
ち
北
陸
エ
ー

ス
コ
ン
は
、
皆
様
と
共
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す

る
企
業
と
し
て
、
技
術
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目

指
し
て
お
客
様
・
研
究
会
会
員
様
と
共
に
歩
み
、

全
国
の
安
心
安
全
な
環
境
作
り
に
貢
献
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社

名

太
洋
基
礎
工
業
株
式
会
社
東
京
支
店

住

所

東
京
都
品
川
区
南
大
井
五
ー
二
七
ー

１
７

イ
マ
ス
南
大
井
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
ー
五
七
五
三
ー
一
二
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
ー
五
七
五
三
ー
一
二
九
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工
事
部
・
環
境
開
発
部
・
営
業
部

埼
玉
営
業
所

東
北
営
業
所

関
東
機
材
セ
ン
タ
ー

千
葉
出
張
所

【
経
営
理
念
】

働
い
て
良
か
っ
た
と
い
え
る
職
場
づ
く
り

社
会
に
存
在
価
値
の
あ
る
職
場
づ
く
り
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/当
事
業
所
は
平
成
六
年
十
一
月
に
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
後
に
昭
和
六
一
年
九
月
に
新
設
さ
れ

た
横
浜
営
業
所
を
平
成
十
一
年
六
月
に
統
合
し

ま
し
た
。

工
事
部
は
民
間
及
び
公
共
事
業
の
大
型
重
機

土
木
、
薬
液
注
入
、
推
進
工
事
を
施
工
管
理
し

て
お
り
ま
す
。
環
境
開
発
部
、
埼
玉
営
業
所
は

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
基
礎
補
強
工
事
、
土
壌
浄

化
工
事
の
施
工
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
東
北

営
業
所
は
太
陽
光
発
電
所
関
連
、
風
力
発
電
所

関
連
、
建
物
修
復
工
事
の
施
工
を
し
て
お
り
ま

す
。平

成
二
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
関
東
地
方
で
も
多
く
の
建
物
被

害
が
有
り
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
及
び
設
計
事
務

所
よ
り
建
物
修
復
工
事
依
頼
が
来
ま
し
た
。
発

生
か
ら
三
週
間
後
に
は
一
件
目
の
工
事
を
着
手

し
余
震
が
有
る
中
で
進
め
ま
し
た
。
作
業
員
を

全
国
か
ら
集
め
指
導
し
な
が
ら
十
一
か
月
間
で

約
六
〇
棟
の
修
復
工
事
を
施
工
し
ま
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
現
場
は
津
波
に
よ

り
傾
い
て
解
体
を
決
め
て
い
た
施
主
様
に
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
の
責
任
者
が
『
必
ず
直
し
ま
す
』

と
約
束
し
無
事
に
ほ
ぼ
水
平
に
戻
し
た
瞬
間
、

涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
光
景
を
今
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
究
極
の
リ
サ
イ
ク

ル
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
研
究
会
各
社
様

の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

太
洋
基
礎
工
業
株
式
会
社

東
京
支
店

副
支
店
長
兼
東
北
営
業
所
所
長

大
内

和
彦

第010号 構造物修復工法研究会だより 2024年9月30日

会
員
紹
介

金沢駅の顔、鼓門には 弊社のエアモルタルが 採用されています。

東京支店

関東機材センター

正会員 賛助会員

東日本支部 中日本支部 西日本支部
(株)アイテムボックス

TEL 052-798-9901

(有) Ｋ 工 業
TEL 024-563-7745

(株)アップルハウス
TEL 052-726-5246

(株)ケンシンテクノ
TEL 089-976-6444

(株)ＫＧフローテクノ
TEL 03-6402-5408

(株) 江 機
TEL 03-3857-9870

(株)グランテック
TEL 0766-91-6111

(株)三東工業社
TEL 077-553-1111

(株)三興商会
TEL 06-6538-3671

太洋基礎工業(株)東京支店

TEL 03-5753-1291
(株)サン・エンジニア

TEL 0776-83-1802
太洋基礎工業(株)大阪支店

TEL 072-669-0126
三和機材(株)

TEL 03-6891-3456

(株)テノックス
TEL 03-3455-7792

勢州建設(株)
TEL 059-382-5577

大栄テックス(株)
TEL 0747-32-8300

ソーダニッカ(株)
TEL 052-561-9421

横浜ライト工業(株)
TEL 045-355-5500

太洋基礎工業(株)名古屋支店

TEL 052-362-6352
(株)南陽建設

TEL 0967-67-0024

長野油機(株)
TEL 045-934-2555

(株)タケモト
TEL 0562-34-3884

日邦電機(株)
TEL 06-6452-1118

北陸エースコン(株)
TEL 06-6452-1118

(株)ムラアーカム
TEL 0567-55-3111

アンダーピニング工法での

施工事例（支持架台設置状況）

お
見
舞
い

令
和
六
年
九
月
二
一
日
に
発
生
し
た
奥
能

登
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被

害
を
受
け
、
復
旧
に
向
け
必
死
で
取
り
組
ん

で
い
た
最
中
で
の
豪
雨
被
害
は
、
計
り
知
れ

な
い
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

被
災
地
の
皆
様
が
一
日
も
早
く
平
穏
な
日

常
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す


